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ある｡ すなわち破壊 したい部位の中心に, 不鋳鋼のような電気的良導体で, しかもそれ自体は特殊な破壊
作用を有しない物体を埋没 して高周波磁界内におくと, 埋没物体内に渦電流が発生 して一定の電力損失が
起 り, これが ｢ジュール｣ の法則にしたがって熟に変化して埋没物体が熟せられ, 隣接組織が破壊される
のである｡
高周波発振器として, 周波数 80K C , 入力 20K V A のギャップ式のものを使用して次の結果を得た｡
1) 磁界を発生さすコイルとしては, 内径 9.5cm 長さ 5cm の 1巻のものを使用し, 頭蓋腔内深部に
埋没する被加熱物体としては, JIS 不鋳鋼第 5種で作った, 半径2.0, 2.5および 3.0m m の球を用いて破
壊巣を作り得た｡
2) 破壊巣は球形をなして限局され, 正常組織との境界はきわめて鮮明である｡
3) 破壊巣の大きさは, 高周波磁界内へおく時間 (照射時間) の函数として表し得る｡ しかしながら実
用に際しては, 破壊範囲に比 して脳浮腫等の 2 次的変化をなるべく小とするためには, 照射を一定時間以
内とすべきである｡
4) 反復照射により, 一定の条件のもとでは, 破壊巣は数値の上では大きくならなくても, 生理- 解剖
学的な拡がりは大きくなし得る｡




6) 埋没被加熱物体としては, JIS 不鋳鋼第 5種があらゆる方面においてほぼ満足できる｡
7) 高周波磁界そのものは, 少 くとも本実験で使用したものは, 生体に認め得る変化を起さない｡
すなわち本破壊法においては, 破壊巣はほぼ完全に限局され, 常に埋没物体を中心とする球形を呈し,
その大きさは一定の範囲内では自由に調節でき, さらに任意の時に同じ点を[裾 ､として何回でも破壊効果
を周囲に及ぼすことができる｡ このことは本法では破壊のための外科的侵襲が 1回のみにて完了し, かつ
その時の手術創が完全に縫合閉鎖されることとあいまって, 新らしい頭蓋港内深部組織破壊法として, 臨
床的に充分実用に耐え得るものと思われる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
脳深部組織を限局性に破壊する方法として高周波誘導法をとりあげ猫について実験した｡
なお, 本実験における高周波発振器その他の主な装置は京都応用科学研究所のものによった｡ この方法
は破壊効果発生に必要なエネルギ- (熟) を高周波磁界を媒介として送る方法である｡ 磁界を発生さすコ
イルとしては内径 9.5cm , 長さ 5cm の 1巻のものを使用し, 脳内埋没被加熱体としては不鋳鋼製, いろ
いろな大きさの球を用いた｡
実験の結果はつぎのどとくである｡
本破壊法においては, 破壊巣は, ほぼ完全に限局され, つねに埋没物体を中心とする球形を呈し, その
大きさは一定の範囲内で自由に調節でき, さらに任意の時に同じ点を中心として何回でも破壊効果を周囲
におよぽすことができる｡ したがって臨床的な実用に充分耐え得るものと思われる, というのが結論であ
る｡
以上本論文は学術的に有用なものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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